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はじめに 

この取扱説明書は、ＪＵ型ボールジョイントの取扱方法について記述しています。本製品をご使用の前に

熟読の上、正しくお使いください。 

 

この取扱説明書は本製品を設置、および使用される方々のお手元に確実に届くようお取りはからい願い

ます。 

 

 
製品の危険性についての本文中の用語 

 

  

 

警告 ：取扱を誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。 

 

 

注意 ：取扱を誤った場合、使用者が軽い、若しくは中程度の傷害を負う危険が想定され

る場合、または物的損害・損壊の発生が想定される場合。 

 

 
ご使用にあたっての警告・注意事項 

 

  

本製品のご使用にあたり、人身の安全および製品を正しく使用するために必ずお守りください。 

 

警告 

●本製品は、重量物ですので、配管取付けなどの際には製品本体を確実に支えるなど注意を払っ

てください。 

※製品を落しますと、怪我をする恐れがあります。 

●本製品を配管取付け後、流体を流す前に、配管末端まで流体が流れても危険のないことを確認

してください。 

※流体が吹出した場合、怪我をしたり、高温流体の場合、やけどをする恐れがあります。 

●製品にはむやみに触れないようにしてください。 

※高温流体の場合、やけどの恐れがあります。 

●万一、パッキン部からの外部漏洩が発生しても危険のないよう、取付けの周囲には充分注意

を払ってください。 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。また、高温流体の場合は

やけどをする恐れがあります。 

●万一、パッキン部より外部漏洩が発生した場合には、直ちに流体の供給弁を止めてください。 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。また、高温流体の場合は

やけどをする恐れがあります。 

（パッキン部の増締めなどを行ない、漏洩を止めた後、運転を再開してください。） 

 

注意 

●製品を使用する際には充分な強度のアンカ（固定）が必要です。 

※アンカを設けない、あるいは強度不足の場合、耐圧試験時や運転時に製品あるいは配管系

統が破損する恐れがあります。 

●製品が正しく配管の変位を吸収するためには、配管の座屈防止や質量を支えるよう、配管のガ

イド、自重支持が必要です。 

●製品の機能の維持、および万一の外部漏洩に備え、定期的に点検を実施してください。 

 

！ 

！ 

！ 

！ 
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１．製品用途、仕様、構造 

 

（１）用途 

ＪＵ型ボールジョイントは、冷暖房、空気調和および衛生配管などの温度変化や地盤沈下などによ

って生ずる、管の伸縮、変位、ねじれなどを吸収する継手です。 

 

（２）仕様 

 

★ 型 式 ＪＵ－１ ＪＵ－３Ｆ ＪＵ－３Ｗ ＪＵ－４Ｆ ＪＵ－４Ｗ 

 製品記号 JU1-M JU3F-N 注１ JU3W-N 注１ JU4F-N 注１ JU4W-N 注１ 

★ 呼び径 ２５～５０ ５０～３００ 

★ 最高使用圧力 １.０ＭＰａ ２.０ＭＰａ 

☆ 適用流体 蒸気・空気・ガス・冷温水・油 

☆ 流体温度 ２２０℃以下  

 最大変位角θ ３０度 呼び径50～100：２０度 呼び径125～300：１５度 

 端接続 JIS Rc ねじ JIS 10K FF 突き合せ溶接 JIS 20K RF 突き合せ溶接 

 材 質 

ﾎﾝﾀｲ(FCD) 

ﾊﾟｯｷﾝ(ﾃﾌﾛﾝ系) 

ﾎﾞｰﾙ(FCD硬質 

ｸﾛﾑﾒｯｷ) 

ボール（ＳＵＳ）、端管（ＳＴＰＧ）、 

フランジ（ＳＳ）、パッキン（グラファイト） 
注１ 

 耐圧試験圧力 水圧にて１.５ＭＰａ 水圧にて３.０ＭＰａ 

注１：ALL SUS製も製作します。 

□には、継手部材質がSSまたはSTPG製：Ｎ、SUS製：Ｄの記号が入ります。 

 

 

 

注意 

●製品についている銘板表示内容と注文された型式の上記仕様 ★ 部分を確認してください｡ 

（ＪＵ－１型は銘板無。本体に表示の呼び径を確認ください。） 

●上記仕様の ☆ 部分が使用条件を満足することを確認してください｡ 

●上記の仕様を超えての使用はできません。 

 

 

銘 板（例） 

［ＪＵ－３Ｆ型，３Ｗ型，４Ｆ型，４Ｗ型］ 

！ 
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（３）構造（呼び径により構造が多少異なります。） 

ＪＵ－１型 

№ 部 品 名 材 質 

１ ホンタイ ＦＣＤ４５０ 

２ ボール FCD450(硬質ｸﾛﾑﾒｯｷ) 

３ カバー ＦＣＤ４５０ 

４ ブッシング ＣＡＣ４０６ 

５ ガスケット テフロン系 

６ ボルト ＳＳ４００ 

７ バネザガネ ＳＷＲＨ 

 

 

 

 

 

ＪＵ－３Ｆ型，４Ｆ型 

№ 部 品 名 材 質 

１ ホンタイ SS400/STPG370 

２ ボール ＳＵＳ３０４ 

３ ｳｪﾙﾃﾞｨﾝｸﾞﾊﾟｲﾌﾟ ＳＴＰＧ３７０ 

４ フランジ ＳＳ４００ 

５ ガードリング ＣＡＣ４０６ 

６ パッキンオサエ ＳＳ４００ 

７ パッキン グラファイト 

８ スタッドナット SNB7/SUS304 

 

 

 

 

 

 

ＪＵ－３Ｗ型，４Ｗ型 

№ 部 品 名 材 質 

１ ホンタイ SS400/STPG370 

２ ボール ＳＵＳ３０４ 

３ ｳｪﾙﾃﾞｨﾝｸﾞﾊﾟｲﾌﾟ ＳＴＰＧ３７０ 

４ ガードリング ＣＡＣ４０６ 

５ パッキンオサエ ＳＳ４００ 

６ パッキン グラファイト 

７ スタッドナット SNB7/SUS304 

 

 

 

 

 

※注）部品名・部品番号は、納入品図面と異なる場合があります。部品交換等の手配の際には、

部品名・部品番号は、納入品図面をもとに指示してください。 
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［配管の変位吸収］ 

温度変化などによって生ずる配管の変位をボールの首振運動（角変位）により吸収します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■免震建物へのボールジョイント 

使用例（３個使用） 
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２．伸縮量の算定および取付位置 

（１）配管の伸縮量の算定 

取付時の気温から最高使用温度、および最低気温までのそれぞれの温度差で伸縮量を求めます。 

 

 

Lt ×∆×βδ＝  

 

 

 

 

 

 

 

 

δ ：配管の伸縮量 ｍｍ 

β ：配管の線膨張係数 mm/m/℃ 

Δｔ ：温度差 ℃ 

Ｌ ：配管の長さ ｍ 

 

［備考］地盤沈下などでの伸縮量は、あらかじめ予測される変位量となります。 

 

 

（２）ボールジョイントの取付位置 

配管の伸縮を最も有効に吸収できる場所を選定します。例えば、管の「曲管部」または「立上り

部」、「立下り部」を利用します。 

 

（３）ボールジョイント間の距離 

ボールジョイントを使用して配管を伸縮させると、ボールジョイント間の距離ℓ、配管の伸縮量δ、

ボールジョイントの変位角θの間には、次の関係式が成立します。 

θ
δ

sin
＝  

ボールジョイントの動きには、図１のように、伸

縮量を直角軸に左右対称に振分ける場合と、図２の

ように、伸縮量を直角軸から一方向にとる場合があ

ります。 

ボールジョイント間の距離ｌは、温度設定誤差、

取付誤差を考慮して安全率を１．５倍とし、θがボ

ールジョイントの最大変位角とすると、次式で求め

ることができます。 

 

■ボールジョイント間の距離ℓ 

最大変位角 図１の場合 図２の場合 

θ＝30° 

（JU-1型） 
ℓ≧3δ１ ℓ≧6δ２ 

θ＝20° 

JU-3～4型 

100A以下 

ℓ≧4.5δ１ ℓ≧9δ２ 

θ＝15° 

JU-3～4型 

125A以上 

ℓ≧6δ１ ℓ≧12δ１ 

 

管の線膨張係数：β 

鋼     管：12.7×10-3mm/m/℃ 

ステンレス鋼管：17.0×10-3mm/m/℃ 

管の１ｍ当りの伸縮量 

2
sin

5.1
2

1

θ

×
δ

≧  

図１ 

2
sin

5.12

θ
×δ

≧

 

図２ 
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使用例 ＪＵ型ボールジョイント使用例およびボールジョイント間の距離 

 

２個使用の基本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボールジョイント間の距離ℓ （安全率1.5） 

№ 

JU-1型 

呼び径25～50 

(θ＝30°) 

JU-3～4型 

呼び径50～100 

(θ＝20°） 

JU-3～4型 

呼び径125～300 

(θ＝15°) 

□1  ℓ≧6δ１ ℓ≧9δ１ ℓ≧12δ１ 

□2  ℓ≧6(δ１+δ２) ℓ≧9(δ１+δ２) ℓ≧12(δ１+δ２) 

□3  ℓ≧6δ１ ℓ≧9δ１ ℓ≧12δ１ 

□4  2
2

2
16 δ+δ≧  2

2
2

19 δ+δ≧  
2

2
2

112 δ+δ≧  

 

 

 

３個使用の基本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボールジョイント間の距離ℓ （安全率1.5） 

№ 

JU-1型 

呼び径25～50 

(θ＝30°) 

JU-3～4型 

呼び径50～100 

(θ＝20°） 

JU-3～4型 

呼び径125～300 

(θ＝15°) 

□5  ℓ≧6δ ℓ≧9δ ℓ≧12δ 

□6  ℓ≧12δ ℓ≧18δ ℓ≧24δ 

□7  ℓ≧6(δ１+δ２) ℓ≧9(δ１+δ２) ℓ≧12(δ１+δ２) 

 

 

１ ２ ３ 

４ 

５ ６ ７ 
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３．設置要領 

 

警告 

●本製品は、重量物ですので、配管取付などの際には製品本体を確実に支えるなど注意を払って

ください。 

※製品を落しますと、怪我をする恐れがあります。 

●万一、パッキン部からの外部漏洩が発生しても危険のないよう、取付けの周囲には充分注意を

払ってください。 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。また、高温流体の場合は

やけどをする恐れがあります。 

 

注意 

●輸送中などに製品への異物混入を避けるため、入口・出口にキャップ、あるいはシール蓋をし

てあるものについては、それらを外してから取付けてください。 

●凍結の恐れのある場合は、水抜きや保温などをしてください。 

※凍結による破損の恐れがあります。 

 

 

 

（１）製品質量 

（ｋｇ） 

呼び径 

型式 
25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 

JU-1型 4 6 7.5 10.5 － － － － － － － － 

JU-3F型 － － － 9.5 12.5 15 22 39 49 64 95 118 

JU-4F型 － － － 10.5 12.5 18 26 45 58 73 120 155 

JU-3W型 － － － 6 8 10 15 29 37 48 75 110 

JU-4W型 － － － 6 8 10 15 29 37 48 75 110 

（備考：梱包を含めた質量です。） 

！ ！ ！ ！ 

！ 
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（２）配管例略図 

 

横配管の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦配管の場合 

 

 

第
１
ガ
イ
ド 
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（３）配管のたわみの算出 

ボールジョイントを２個使用する場合には、配管が伸縮する際に「たわみ」を生じます。このたわ

みは次式で求められます。 

図３ 図４ 

 

40 60 80 100 150 200 300 400

20 30 40 50 75 100 150 200

800 0.25 0.56 1.0 1.6 3.5 6.3 14.2 25.4

1000 0.20 0.45 0.8 1.3 2.8 5.0 11.3 20.2

1500 0.13 0.30 0.53 0.83 1.9 3.3 7.5 13.4

2000 0.10 0.23 0.40 0.63 1.4 2.5 5.6 10.0

2500 0.08 0.18 0.32 0.50 1.2 2.0 4.5 8.0

3000 0.07 0.15 0.27 0.42 0.94 1.7 3.8 6.7

4000 0.05 0.12 0.20 0.32 0.70 1.3 2.8 5.0

5000 0.04 0.09 0.16 0.25 0.56 1.0 2.3 4.0

ボ
ー

ル
ジ
ョ

イ
ン
ト
間
の
距
離
ｌ

配管の伸縮量δ１

　　〃　　　δ２

 

 

（４）第１ガイドの距離 

○第１ガイドまでの最小距離の算定 

配管がたわむと配管に曲げモーメントが生じます。許容できる第１ガイドまでの距離は、次式より

求められる数値以上の距離が必要です。 

注記：ボールジョイントを３個使用する場合は、たわみを生じませんので第１ガイドは、ボールジ

ョイントに近接させてください。 

 

 

たわみ量

呼び径 1 2 4 6 8 10 12 14

800 1200 1600 2000 2300 2600 2800 3000

900 1300 1800 2200 2600 2900 3100 3400

1000 1400 2000 2400 2700 3100 3400 3600

1100 1600 2200 2700 3100 3400 3700 4000

1200 1700 2400 3000 3400 3800 4200 4500

1300 1900 2600 3200 3700 4100 4500 4900

1500 2100 3000 3600 4200 4700 5100 5500

1700 2300 3300 4000 4600 5200 5600 6100

1800 2500 3600 4400 5000 5600 6100 6600

2100 2900 4100 5000 5700 6400 7000 7600

2300 3200 4500 5500 6400 7100 7800 8400

2500 3500 4900 6000 6900 7800 8500 9200

f=2，E=193×103N/mm２，σ=62N/mm２　SGP200℃の場合

32

40

50

300

65

80

100

125

配管のたわみ量Ｙ

150

200

250

25

 

図３では、 

2
12

2






 δ−−=Υ   

図４では、 

2
2

2 δ−−=Υ   

ℓ：ボールジョイント間の距離   mm 

δ１：配管の伸縮量（図３の場合）  mm 

δ２：配管の伸縮量（図４の場合）  mm 

Ｙ ：配管のたわみ量        mm 

σ
=Χ

2
EYD3f  

鋼管の場合、第１ガイドまでの最小距離 

Ｘは表３のようになります。 

Ｘ：第１ガイドまでの最小距離   mm 

ｆ：安全率          ２以上 

Ｅ：縦弾性係数         N/mm２ 

Ｙ：配管のたわみ量        mm 

Ｄ：配管の外径          mm 

σ：配管の許容応力       N/mm２ 

配管のたわみ量Ｙ                    (mm) 

第１ガイドまでの最小距離Ｘ                (mm) 
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○３個目のボールジョイントの検討 

ボールジョイントを３個使用することにより、たわみや曲げ応力が生じません。 

１）一方向の配管の伸縮 

ボールジョイントを３個使用することによって、２個使用時に見られる配管上のたわみや、曲

げ応力を吸収することができます。 

ボールジョイント間の距離ｌの求め方は、２個使用の場合と同一です。 

 

２）二方向の配管の伸縮 

二方向の配管の伸縮を吸収する場合もボールジョイントを３個使用します。 

ボールジョイント間の距離ｌは、伸縮量δ１，δ２のうち長い方を用いてℓ１＝ℓ２として決めます。

この場合のθ１＋θ２は、最大変位角（θ）の1/2の範囲におせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）アンカ（固定）の設置 

 

 

注意 

製品を使用する際には充分な強度のアンカ（固定）が必要です。 

※アンカを設けない、あるいは強度不足の場合、製品あるいは配管系統が破損する恐れがあり

ます。 

 

 

ボールジョイントを使用する際に、アンカは必要不可欠なものです。アンカは配管に生ずる推力を受

持つためのもので、配管系の「先端」、「終端」、「配管伸縮量の振分け点」に設置します。 

 

○アンカおよび第１ガイドに加わる荷重 

「次頁：図５～図９」のように配管の伸縮を吸収する場合、ボールジョイントは回転動差をします

が、ボールとシール面とに摩擦抵抗が働きます。ボールが回転するためには、この摩擦抵抗に打勝

つ力が必要となり、これに相当するのがトルク（回転モーメント）です。アンカまたは第１ガイド

には、このトルクに打勝つ力が反力となって作用するため、この反力に耐える強度が必要です。 

アンカおよび第１ガイドの強度は、負荷される荷重を次式により算出し、これに十分耐え得るもの

としてください。 

尚、この他に配管とガイドの摩擦抵抗が加わります。 

 

！ 
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Ｆ１：アンカおよびボールジョイント 

３個使用時の第１ガイド荷重 

Ｆ２：ボールジョイント２個使用時の第１ガイ

ド荷重 

ＦＴ：アンカの合成荷重 

ＦＺ：アンカの合成荷重 

ＦＡ：Ａ配管軸方向荷重（図９参照） 

ＦＢ：Ｂ配管軸方向荷重（図９参照） 

α ：Ａ，Ｂ配管のなす角度（図９参照） 

ℓ：ボールジョイント間の距離 

Ｔ ：ボールジョイントのトルク 

Ｉ ：慣性モーメント 

( )44 dD
64

−
π

=Ι  

Ｄ：配管の外径 

ｄ：配管の内径 

Ｅ ：縦弾性係数 

Ｎ 

 

Ｎ 

 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

 

mm 

Ｎ･ｍ 

 

mm４ 

 

mm 

mm 

 

鋼管(200℃)の場合193×10３N/mm２ 

Ｘ ：第１ガイドまでの距離 

Ｙ ：配管のたわみ 

mm 

mm 

 

図５ 並行配管での伸縮 図６ 直角配管での伸縮 図７ 直角配管での伸縮 

図８ 並行配管での伸縮 図９ 曲部配管での合成荷重  

 
　Ｆ１：アンカおよびボールジョイント３個使用時の第１ガイド荷重 （Ｎ）

1000 1500 2000 2500 3000 4000

50 400 270

65 600 400

80 800 540 400

100 1400 940 700

125 1200 900 720

150 1740 1300 1040

200 3200 2400 1920 1600

250 4000 3200 2670 2000

300 6000 4800 4000 3000

注．表はＪＵ－３Ｆ型，ＪＵ－３Ｗ型の場合です。

呼び径
ボールジョイント間の距離ｌmm

 

　Ｆ２：ボールジョイント２個使用時の第１ガイド荷重 （Ｎ）

1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

50 170 21 6.1 2.6

65 430 54 16 6.8

80 740 93 28 12

100 220 65 28 14

125 450 140 56 29

150 810 240 110 52 30

200 630 270 140 79 50

250 1360 580 300 170 110

300 2560 1080 560 320 210

注１．たわみがＡmmのときは、Ａ倍にしてください。 (STPG Sch40)

例．呼び径50

　　第１ガイドまでの距離Ｘ＝1000mm

　　たわみＹ＝5mm

　の場合、Ｆ２＝170×5＝850N

注２．表はＪＵ－３Ｆ～４Ｆ型，ＪＵ－３Ｗ～４Ｗ型の場合です。

呼び径
第１ガイドまでの距離×mm

 

ボールジョイン
ト２個使用 

ボールジョイン
ト２個使用 

ボールジョイン
ト３個使用 

ボールジョイン

ト３個使用 

圧力1.0MPaのときのＦ１ たわみＹ＝１mmのときのＦ２ 

ボールジョイント 

アンカ 

第１ガイド 
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（６）ガイドの設置 

 

 

注意 

製品が正しく配管の伸縮を吸収するためには、配管の挫屈防止や質量を支えるよう、配管のガイ

ド、自重支持が必要です。 

 

 

１）第１ガイド 

取付位置は「８頁：（４）第１ガイドの距離」により算出します。また、第１ガイドに加わる荷重

は「９頁：（５）アンカの設置」により算出します。 

２）挫屈防止ガイド 

配管に軸方向の圧縮力が作用して、ある大きさに達すると管は挫屈を起します。これを防止するた

めにガイドを設けます。座屈防止ガイドの間隔は、 

 

fF
EI2

2
π

=  

ℓ 2：ガイド間隔 

Ｆ：管の軸方向荷重 

Ｅ：縦弾性係数 

mm 

Ｎ 

 

鋼管(200℃)の場合193×103N/mm2 

Ｉ：管断面の二次モーメント 

( )44 dD
64

−
π

 

Ｄ：管の外径 

ｄ：管の内径 

mm 4 

 

 

mm 

mm 

ｆ：安全率 3以上 

 

 

３）配管自重支持ガイド 

配管の自重、流体の質量等によって生ずる管の曲がりを防止するためにローラサポート、またはロ

ーラハンガーガイドが必要です。 

４）スライドガイド 

ボールジョイント間の配管は横方向に移動するので、この間にスライド可能なガイドを設けます。

「７頁：（２）配管例略図」参照。 

！ 

挫屈防止用ガイド（例） 
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４．運転および保守要領 

 

警告 

●本製品を配管取付け後、流体を流す前に、配管末端まで流体が流れても危険のないことを確認

してください。 

※流体が吹出した場合、怪我をしたり、高温流体の場合、やけどをする恐れがあります。 

●製品にはむやみに触れないようにしてください。 

※高温流体の場合、やけどの恐れがあります。 

●万一、パッキン部より外部漏洩が発生した場合には、直ちに流体の供給弁を止めてください。 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。また、高温流体の場

合はやけどをする恐れがあります。 

（パッキン部の増締めなどを行ない、漏洩を止めた後、運転を再開してください。） 

 

注意 

●製品の機能の維持、および万一の外部漏洩に備え、定期的に点検を実施してください。 

●長期間運転を休止する場合は、製品および配管内の流体を排出してください｡ 

※製品や配管内の錆の発生などによる故障、あるいは凍結による破損の恐れがあります｡ 

 

 

ボールジョイントは非常に優れた耐久性を有しますが、ガイドの不備などにより、思わぬ負荷がボ

ールジョイントに作用してスローリークを生ずる場合があります。次の方法により定期点検および

万一外部漏洩が発生した場合には処置を行ってください。 

 

 

（１）定期点検 

下記項目について年に１～２度実施してください。 

１）ボール表面（露出部分）の傷や汚れの有無。 

２）パッキン締付ボルト・ナットの緩みの確認。 

３）フランジ接続の場合は、フランジ接続ボルト・ナットの緩みの確認。 

４）パッキン（摺動部）からの外部漏洩の有無。 

 

！ 

！ 

パッキンオサエ 

パッキン 

ガードリング 

端管 

ボール 

パッキン締付ボルト 

ウェディングパイプ 

摺動部 
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パッキンオサエ 
パッキン 

ガードリング 

端管 

ボール 

パッキン締付ボルト 

スプリングワッシャー 

スプリングワッシャーが平に

なる程度に軽く締めます。 

 

（２）保守要項 

１）ボール表面（露出部分）が汚れていれば洗浄します。またボール表面の小さな傷は目の細かい

サンドペーパーなどで軽く磨きます。傷がとれない場合でもそれが直接外部漏洩につながらな

ければ、定期点検時に注意をするにとどめます。 

２）パッキン締付けボルトに緩みがあれば、スプリングワッシャーが平になる程度に軽く締めます。 

３）フランジ接続の場合ボルト・ナットは、対角位置毎確実に締めます。 

４）パッキン材は、通常取り替える必要はありませんが、万一リークが発生した場合は流体を流し

た状態で次のように処置します。 

ａ．パッキン締付けボルトを増締めします。増締めは必ず対角位置毎に少量ずつ（例えば１／４

回転ずつ）締込みます。 

ｂ．上記の作業は増締めし、流体を通すことを繰返し、漏洩状態を確認しながら行ないます。 

注１）増締め時ａ項が守られませんと片締めとなり、逆にリーク量が多くなることがありま

す。 

注２）ａ，ｂ項を正しく守られても漏洩が止まらない場合は、ボールジョイント以外にも原

因が考えられますので、原因調査の上製品交換を行なってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 
製品及び本取扱説明書に関するお問合せは下記へお願いします。 

 

  

 

サービスネットワーク 

担 当 部 署 サ ー ビ ス 区 域 

☆東京営業所 東京、神奈川 

品質保証課 

℡03(3759)1230 

☆西関東営業所 神奈川、東京、山梨 

☆東関東営業所 千葉、茨城 

☆北関東営業所 埼玉、栃木 

☆関越営業所 
群馬、長野、新潟 

新潟出張所 

☆仙台営業所 宮城、山形、福島 

☆盛岡営業所 岩手、青森、秋田 

☆札幌営業所 北海道全域 

☆大阪営業所 大阪、京都、奈良、和歌山、兵庫、岡山、鳥取、滋賀、三重、四国

全域  岡山出張所 

☆名古屋営業所 
愛知、岐阜、三重、静岡 

静岡出張所 

☆金沢営業所 石川、富山、福井 

☆広島営業所 広島、島根、山口 

☆福岡営業所 
九州全域、沖縄 

 沖縄出張所 

 

 

本 社          〒146-0095 東京都大田区多摩川 2-2-13 

                  TEL.03(3759)0170   FAX.03(3759)1414 

 

 

 

○ 東日本営業部 ○ 西日本営業部 

 ☆ 東京営業所 TEL.03(3759)0171  ☆ 大阪営業所 TEL.06(6325)1501 

 ☆ 西関東営業所 TEL.042(772)8531   岡山出張所 TEL.086(902)3060 

 ☆ 東関東営業所 TEL.043(242)0171  ☆ 名古屋営業所 TEL.052(411)5840 

 ☆ 北関東営業所 TEL.048(663)8141   静岡出張所 TEL.054(275)2705 

 ☆ 関越営業所 TEL.027(252)4248  ☆ 金沢営業所 TEL.076(261)6989 

  新潟出張所 TEL.025(282)3833  ☆ 広島営業所 TEL.082(230)4511 

 ☆ 仙台営業所 TEL.022(287)6211  ☆ 福岡営業所 TEL.092(291)2929 

 ☆ 盛岡営業所 TEL.019(697)7651   沖縄出張所 TEL.098(860)1660 

 ☆ 札幌営業所 TEL.011(875)8007     

    ○ 工場  

     岩手工場 TEL.019(697)2425 

     相模原工場 TEL.042(772)7341 
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